
第１学年

第２学年

令和２年度和歌山県学習到達度調査 結果分析と指導のポイント（中学校数学）

チャレンジ確認シートに挑戦
Ｈ24 A15，H26 A13(2)，R1 B8(1)

正答「エ」 主な誤答「ア」｢イ｣
平均値の意味の理解不足により，
最頻値や中央値を選んでいる。

資料の傾向を捉える場合に用いる数値は，
代表値（平均値・中央値・最頻値）以外にも，
範囲や相対度数等があります。求め方だけで
なく，その用い方まで丁寧に指導しましょう。

◎平成29年告示学習指導要領第１学年Ｄ(1)
データの分布において，「累積度数」が
加わったことに留意して指導しましょう。

課題 代表値の意味を理解していること

成果 目的に応じて，資料を整理した表
から分布の特徴を読み取ること

◎平成29年告示学習指導要領により，「代表
値の意味や求め方」は小学校第６学年の学
習内容となり，中学校ではそれを踏まえて，
統計的な内容を充実させる必要があります。

チャレンジ確認シートに挑戦
H23 A13(2)，H25 A14(1)，H29 B5(2)

数値を求める設問よりも正答率が低く
なっています。意味を理解し活用できるよ
うになるため，代表値を用いてデータの特
徴を説明する場面を設定しましょう。

正答率 ５３.８％
無解答率 １.０％

主な誤答｢３｣
目的である15分
以上の人数では
なく，特定の階
級の度数を読み
取っている。

正答「６」

正答率 ７７.７％
無解答率 ０.７％

チャレンジ確認シートに挑戦
Ｈ26 B3(2)，H22 B1(3)

課題 事象を数学的に解釈し，問題解決の
方法を数学的に説明すること

◎事象を捉える場面の設定
画用紙の重さと面積の関係

について，確認する場面をつ
くりましょう。

数学的な表現を適切
に使うことで，より
分かりやすい説明に
なることを，生徒が
実感できるように，
見通しを立てる場面
や振り返る場面を設
定し，授業者が助言
や評価をすること
が大切です。

正答とする基準
｢表を横や縦に見て，比例の性質を利用して，
面積を求めること」または，「1 gあたりの面積
を利用して，12g分の面積を求めること」を記
述している。

◎事象に即して説明する場面
や振り返る場面の設定
解決した後等に，その過程

や結果を説明する場面をつく
り，生徒の発言等を捉えましょ
う。

チャレンジ確認シートに挑戦
2年の学習内容(一次関数)を含む設問

Ｈ29 B3(2)

主な誤答
・重さの差である６に着目した記述をしている。
・方法について具体的な記述がなく，説明が不十分
である。

（例）（切り取る前の画用紙）÷（切り取った画用紙）
を計算して，わるとできる。

・比例の関係を利用することだけを記述している。
（例）比例の関係を使って，面積や重さを調べれば

よい。

第１学年 正答率 ４９.７％
無解答率 ２０.２％

R２全国学調６（2）において
も，課題が見られた方法の
説明



第２学年

課題 事柄が成り立つ理由を，
構想を立てて説明すること

正答率 ５０.７％
無解答率 １９.９％

チャレンジ確認シートに挑戦
Ｈ25Ｂ２(1)，Ｈ27 Ｂ2(2)，R1 Ｂ9(2)

｢10の倍数である｣ことを示すには、式
をどのような形にするとよいでしょう。

◎生徒に見通しをもたせるために，既習の
何を用いてどのように表したり処理したり
する必要があるのかについて，生徒が構
想する場面をつくりましょう。

正答率が改善したが，
無解答率が課題

主な誤答

・10（ｎ＋１）とし，10の倍数であること
を記述している。
（10のみを，ゆうかさんの説明との
相違点としている）

・10×（整数）の形にすることに着目し
ているが，10（ｎ＋20）や10（ｎ＋10）
等，誤った式変形をしている。

6の倍数のときは，
｢6×(整数)｣の形に
し た の で， 式 を
｢10×(整数)｣の形に
するといいと思います。

生徒に記述式問題を解答する方法を指導するだけでなく，授業で生徒が数学的に
説明する活動を取り入れることが大切です。その際，授業の中に学習の見通しを立
てる場面や学習内容を振り返る場面を設定することで，生徒が説明の妥当性を確か
めたり，数学的な表現の高まりを感じたりできます。また，授業者が生徒の表現に
ついて数学的に適切か判断し，評価することが大切です。

新たな事象について，演繹的に
考え，成り立つことを説明する。

事象における条件を変えて，
統合的・発展的に考察する。

２+４+６＝12＝６×２
４+６+８＝18＝６×３
８+10+12＝30＝６×５
６の倍数になりそうだ。

｢６の倍数になる｣こと以外に
言えることはありますか。

連続する３つの偶数
の和のときと同様に,
考えるとよさそうね。

連続する３つの偶数の和は
どんな数になるか，説明し
よう。

授業改善に向けて

を整数として

文字式で考えると，
６と整数をかけた
形にできるはずね。

予想した事柄を演繹的に

考えることで，その事柄が

成り立つことを説明する。

問題解決を
振り返る。

帰納的に考えることで，
成り立つと予想される
事柄を見いだす。

事象における問題を数学的
に捉える。

連続する５つの偶数
の和についても予想し，
説明してみよう。

見通しを立てる。

説明が不十分な場合は，ほか
の人の説明を参考にしましょう。

問題解決を振り返る。

助言・評価

文字式を使って，数学的に表
現することで，よくわかる説明
になりました。


